
入 学 試 験 問 題 前
数 学

九 州 大 学 2001 年 度 文 系

入試数学アーカイブ 全 4 問

注 意 事 項

１ 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

２ この問題冊子は全部で 10 ページあり，問題は全部で 4 問あります。落丁，乱丁

または印刷不鮮明の箇所があったら，監督者に知らせなさい。

３ 解答には，必ず黒色鉛筆（または黒色シャープペンシル）を使用しなさい。

４ 解答は，問題ごとに解答用紙の指定された箇所へ記入しなさい。

５ 解答用紙の指定欄に，受験番号，科類，氏名を記入しなさい。指定欄以外に，

これらを記入してはいけません。

６ 解答用紙の解答欄に，関係のない文字，記号，符号などを記入してはいけませ

ん。

７ この問題冊子の余白は，計算用に使用してもよいが，どのページも切り離して

はいけません。

８ 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。
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第 1 問

関数 f(x) = 2
3ax3 + (a + b)x2 + (b + 1)xを考える．

(1) 関数 f(x)がつねに増加するための a，bの条件を求め，その範囲を ab平面上に図示せよ．

(2) a = 0のとき，関数 f(x)が x > −1においてつねに増加するための bの条件を求めよ．

(3) 関数 f(x)が x > −1においてつねに増加するための a，bの条件を求め，その範囲を ab平

面上に図示せよ．
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第 2 問

3次関数 y = x3 + ax2 + bx + cのグラフをGとする．

(1) xy平面上の点 (p, q)に関する，点 (X, Y )に対称な点の座標を求めよ．
(2) Gはこの上のある点に関して点対称であることを示せ．

(3) y軸に平行な直線 x = pに関する，点 (X, Y )に対称な点の座標を求めよ．
(4) Gは y軸に平行などんな直線に関しても線対称でないことを示せ．
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第 3（a） 問

数列 {an}を
a1 = 2, an+1 = an

2 − an + 1 (n = 1, 2, 3, . . . )

で与える．a1, . . . , anの積を Pnとおく．

(1) 各 nについて an > 0であることを示せ．
(2) 各 nについて an+1 = Pn + 1であることを示せ．
(3) Sn = 1

a1
+ · · · + 1

an
とおく．S1，S2，S3，S4を求めよ．

(4) 各 nについて Snを Pnで表せ．
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第 3（b） 問

(1) 自然数 a，bが互いに素であるとはどういうことか．

(2) 自然数 a，bが互いに素であるなら a2，b2は互いに素であることを示せ．

(3) nを自然数とする．もしも
√

nが有理数ならば，
√

nは自然数であることを示せ．ただし，

有理数とは分母と分子がともに整数で表される分数のことである．

(4) nが自然数のとき，
√

n，
√

n + 1，
√

n + 2のうち少なくとも 2つは無理数であることを
示せ．
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第 3（c） 問

rを 1より小さい正の定数とする．平面上の点Aを端点とする半直線 l上の点でAからの距離

が 1 − r，1，1 + rとなるものをそれぞれB，C，Dとする．BDを直径とする円を描き，Aを

端点としその円に接する半直線のひとつをmとする．m上の点で Aからの距離が 1 − r，1，
1 + rとなるものをそれぞれE，F，Gとする．E，F を通り lに接する円を描きその接点を P

とする．また F，Gを通り lに接する円を描きその接点をQとする．

(1) Aと P との間の距離 AP を rで表せ．

(2) CF を rで表せ．

(3) PQ = CF を示せ．
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第 4（a） 問

複素数平面上の点 zを考える．

(1) 実数 a，cと複素数 bが |b|2 − ac > 0をみたすとき

azz̄ + b̄z + bz̄ + c = 0

をみたす点 z は a 6= 0のとき，どのような図形を描くか．ただし，z̄ は z に共役な複素

数を表す．

(2) 0でない複素数 dに対して
dz(z + 1) = dz(z + 1)

をみたす点 zはどのような図形を描くか．
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第 4（b） 問

サイコロを n回振って，出た目を小さい方から順に並べ，第 i番目をXi (i = 1, · · · , n)とする．

(1) n = 7のとき，3の目が 3回，5の目が 2回出たとする．このときX4のとりうる値をすべ

て求めよ．

(2) 一般の nに対して，X1 = 2となる確率 P (X1 = 2)を求めよ．
(3) 一般の nに対して，X1の期待値 E(X1)を求めよ．
(4) 一般の nに対して，期待値 E(X1 + Xn)を求めよ．
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第 4（c） 問

m，nを自然数とする．次の算法を考える．

(a) i = m，j = n，k = 0．
(b) i = 1ならば Ans = k + jとして終了する．

(c) iの値が奇数なら k = k + jとする．

(d) i = [i/2]．
(e) j = 2 ∗ j．

(f) (b)に戻る．

（ここで，[x]は xを越えない最大の整数を表す．）

(1) m = 100のとき，3周目と 4周目の (b)における i，j，kの値を求めよ．たとえば 1周目
では i = 100，j = n，k = 0である．

(2) 一般のmに対して，(b)における i，j，kの値について i · j + kは 1周目から最後まで一
定であることを示せ．

(3) 一般のmに対して，Ansを求めよ．
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計 算 用 紙

（切り離さないで用いよ。）
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